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鬼

遠

祭

〕
｜

明
る

七｛園
田人
長は

現
社 ヲ

明ア（

運ニー
家動

日庭

局舎
り

みんなでつ くろう明るい町

毎
年
七
月
は
庁
明
る
い
社
会
て
ふ
え
、
特
に
青
少
年
の
非
行
は
そ
の
数

を
つ
く
る
運
動
月
間
と
し
て
全
も
増
加
し
到
も
感
化
、
そ
の
年
令
も
低
下

関
的
に
レ
ろ
レ
ろ
。
な
行
事
が
し
て
き
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
事
例
や
数

行
才
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
字
は
省
略
し
ま
す
が
、
今
の
う
ち
に
何
と

運
動
も
今
年
で
十
ご
日
凶
と
な

か

和
榔
的
に
防
止
し
な
け
れ
ば
、

将
来
い

り
ま
l
た
匂

か
な
る
世
相
に
な
る
か
全
く
思
い
や
ら
れ

こ

ι
運
動
の
趣
旨
は
、
す
ベ
ま
す
。
レ
ろ
ん
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

て
の
問
民
｜
市
町
村
氏
が
犯
出
最
も
大
切
な
こ
と
は
お
互
い
の
家
庭
を
明

の
予
肋
と
罪
を
犯
し
大
も
の
の
る
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
を
明
る
く

更
生
に
つ
レ
て
恕
鰐
を
深
め
、
し
、
こ
の
町
を
少
し
で
も
明
る
く
す
る
こ

逃
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
と
、
つ
ま
り
環
境
を
山
明
る
く
す
る
こ
と
で

を
あ
わ
せ
て
犯
非
の
な
い
明
る
す
。

い
初
会
e
q
築
く
こ
主
に
あ
り
、
ど
う
か
こ
の
遡
動
の
も
つ
意
義
を
十
分

本
年
度
の
孤
点
万
針
は
こ
れ
を
ど
理
餅
く
．
た
さ
い
ま
し
て
、
こ
の
町
か
ら

問
民
通
島
に
節
句
－
上
村
、
そ
の
一
人
で
も
犯
罪
者
が
減
り
、
罪
を
犯
し
た

効
民
主
過
般
に
す
る
に
あ
り
ま
も
の
が
一
人
で
も
更
生
し
、
切
る
く
住
み

よ
レ
町
と
な
る
よ
う
ど
協
力
を
お
願
い
し

と
こ
ろ
が
犯
詐
は
依
然
と
し
ま
す
。

朝
日
町
防
水
計
画

日
ご
ろ
の
備
え

を
厳
重

に

今
年
も
稲
山
気
象
台
の
予
報
で
は
梅
雨

明
け
に
豪
雨
の
来
襲
を
告
げ
て
い
ま
す
。

当
町
も
、
昭
和
三
十
四
年
八
月
の
水
害
、

近
く
は
昨
年
の
批
金
剛
谷
川
の
災
害
等
の

ど
と
く
い
っ
ふ
夏
期
の
水
魔
の
た
め
お
び

や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
町
で
も
水
防
倉
咋
か
設
ほ
し

必
要
資
材
を
備
え
朝
日
町
長
を
水
防
長
と

し
て
消
防
閉
そ
の
他
の
関
係
者
を
も
っ
て

水
防
組
織
全
作
り
災
害
に
備
え
て
い
ま
す

が
関
係
者
だ
け
で
は
な
か
な
か
そ
の
効
果

を
上
げ
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

「
備
え
あ
れ
ば
愛
い
な
し
」
の
こ
と
わ

ざ
の
ど
と
く
町
民
各
位
も
不
時
の
災
害
に

備
え
被
害
を
最
少
限
に
喰
い
止
め
る
た

め
、
次
の
点
に
情
意
さ
れ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

1
．
堤
防
の
く
ず
れ
や
的
裂
（
割
目
）
を
見

つ
け
た
ら
す
ぐ
役
場
設
設
謀
、
又
は
入

菩
土
木
出
張
所
へ
お
知
ら
せ
く
．
た
さ
い

2．
あ
ら
か
じ
め
水
門
や
用
水
開
設
の
手
入

れ
か
－
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

q
仏
豪
雨
が
来
襲
し
、川
川
そ
の
他
で
危
険
を

感
じ
た
ら
直
ち
に
役
場
か
消
防
団
本
部

又
は
軒
事
へ
ど
述
結
く
だ
さ
い
。

ι水
防
信
号
は
次
の
よ
う
に
し
て
通
達
す

る
こ
と
に
な
っ
て
レ
ま
す
。

α．第
一

回伴
侶
7
3

｛報
知
）
サ
イ
レ
ン
一
一一十

秒
（
鳴
」
六
秒
（
休
）
銭
太
鼓

一
点

回
連
打

d
．第
二
信
号
（
避
難
〉
・
サ
イ
レ
ン
五
秒

〈
鳴
）
二
秒
（
休
）
鐘
太
鼓
連
打

お
世
話
に
は
主
と
し
て
次
の
団
体
が
あ
た

っ
て
い
ま
す
の
で
何
な
り
と
も
お
申
し
つ

け
く
だ
さ
い
。

郡
市
保
護
司
会

郡
市
厚
生
保
誕
姉
人
会

議
長
に
梅
沢
俊
久
君

三
十
七
年
度
青
年
議
会

昭
和
三
十
七
年
度
朝
日
町
青
年
議
会
が

と
の
ほ
ど
発
足
し
ま
し
た
。

／

昨
年
度
は
町
政
の
概
要
を
勉
抗
し
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
は
昨
年
よ
り
申
し
送

ら
れ
た
問
題
を
さ
ら
に
検
討
し
、
も
っ
と

具
体
的
に
宵
年
自
身
の
考
え
を
打
ち
出
す

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

議
長
梅
沢
俊
久
（
泊
）

副
議
長
上
不
修
治
（
山
崎
）

総
持
委
員
会

＠
藤
旧
慎

一
（
連
育
）
、

O
高
桜
久
子

戸境
」
、
上
不
修
治

（
山
崎
）
梅
沢

俊
久
（
泊
）
、
舘
哲
（
泊
）
・
木
村
征

子
（
連
青
）

厚
生
委
員
会

＠
古
沢
川
県
武
（
泊
）
、
岩
谷
英
生
子

（
泊
）
水
島
大
次
（
境
〉

、
米
田
守

（
連
青
）
、
清
水
百
合
子
（
大
家
庄
）

長
谷
義
郎
（
南
保
）

鵠
設
委
員
会

＠
折
谷
隆
三
（
鮭
川
）
パ

O
山
本
英
夫

（
大
家
庄
）
、
回
中
勉
（
境
）
、
勝

田
誠
一

（笹
川
）
、

渡
辺
ヤ
イ
子
、

（山
崎
）
砂
田
幸
栄

（泊）

産
業
委
員
会

＠
水
野
正
史
〈
山
崎
）
、

O
小
林
紀
子

（
符
川
）
、
谷
口
秀
行
（
南
保
）
、

山
田
安
治

（
山
崎
）

、
清
水
市
一

（大
家
庄
〉

、
掘
内
部
和
子
（
笹
川
）

議
会
事
務
局
長

兵
庫
俊
春

（涼
青
）

尚
第
一
回
本
会
議
を
七
月
十
五
日
午
后
一

時
か
ら
役
場
議
場
で
開
・
き
ま
す
。
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補

助

金

二
O
O万
円

境

保

育

所

を

町
立
保
育
所
と
し
て
加
え

人

襲

警

員

水

下
留
吉
氏
任
期
満
了

地

元

か

ら

お

名

多

加

農
祢
漁
業
資
金
一
六

O
万
円

る

も

の

。

に

よ

り

後

任

に

泊

地

区

か

ら

在

図

祐

芳

一
般
財
源

四

O
万
円

O
朝
日
町
の
議
会
の
融
員
等
の
報
酬
及
び
氏
を
推
せ
ん
す
る
も
の
。

M
h
t
川
八
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
鯵

産
業
委
員
会
の
意
見
は
了
母
費
用
意
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
以
上
五
件
原
案
ど
お
り
可
決
午
後
－
時
一
ニ
～

明

小
岡
県
御
殿
場
（
富
士
山
麓
）

に

六

月

八

日

厚

生

寮

員

会

件

（

誠

実

第

二

号

〉

十

七

分

閉

会

。

）
釘｝ゅん

お
い
て
ア
ジ
ア
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

O
統

合

泊

中

学

校

現

地

調

査

こ

れ

は

、

暴

関

係

の

も

の

で

六

月

九

日

全

員

協

議

会

一

わ

…
（
第
三
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ

9
1）

六
月
九
日

第

四
回
議
会
臨
時
会
臨
時
に
補
充
さ
れ
た
選
挙
管
理
委
員

醸
会
問
委
直
ち
に
全
員
協
議
会
開
催
川

ト

…
が
世
界
の
ス
カ
ク
ト
二
五
、

0

午

前

十

時

四

十

七

分

開

設

さ

れ

、

次

の

日

額

六

O
O円

O
石
谷
林
道
の
開
設
こ
っ
、
て

山

小

O
O名
の
参
加
の
も
と
に
開
催

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

選
挙
長

一
選
挙
に
付
き

一
、
二

O
O円

O
統
合
泊
中
学
校
自
？

釘

及

湯

沸

し

一

ゥ

…
さ
れ
ま
す
。

O
専

決

処

分

報

告

承

認

の

件

投

、

開

禦

管

理

者

日

額

六

O
O円

股
備
に
つ
い
て

小
カ

～

ポ

l
イ
ス
カ
ク
ト
富
山
連
盟

l
昭
和
三
六
年
度
朝
日
町
歳
入
歳
出
第
投
、
開
票
立
会
人
目
額
六

O
O円
自

転

車

小
屋
、
一
三

K
t
一
E
の
も
の
一

之

一
で
は
吉
田
県
連
盟
長
（
知
事
〉

五
回
史
正
予
算
（
三
七
、
三
、
三

O

以
上
の
よ
う
報
酬
た
改
正
す
る
も
の
二
捜
道
て
る
、
向
転
車
一
一
－
一O
Aロ
牧
一

二

ん
は
じ
め
七
五

O
名
が
参
加
、
八

専
決
）

O
努
付
採
納
の
件
（
議
案
第
三
号
）
容
、
経
費
約
五
六
万
円

df
一

月

一
日
一
一
一
一
時
四
八
分
富
山
発

累
計
額

8
0、
五
七
九
、
七

O
O円
小
川
保
育
所
に
係
る
財
産
の
寄
付
湯
沸
し
設
備
、

重
油
パ

l
ナ
を
使
用
、

川
士

一
臨
時
列
車
で
出
発
し
、
九
日
帰

2
削

日

川

情

他

人

及

び

償

選

方

法

中

変

姐

物

九

O
坪
五

一
千
人
余
を
聞
い
で
き
る
も
の
で
経
質

山
吉
田
）
帯
の
予
定
で
す
。

．
民
こ
ニ
七
、
三
、
三
O
専

決

）

土

地

九

九

坪

七

六
円
敷
地
）

八
五
、
0
0
0円
程
度

R

・E

・

ボ

l
イ
ス
カ
ク
ト
朝
日
第
一

都
市
計
画
事
業
針
起
債
ニ

O
O万
円
を
将
算
人
長
崎
消
氏
よ
り
寄
付
採
納
願

O
泊
小
学
校
講
堂
補
修
ス
テ
ー
ジ
の
股
雌
団
で
は
三
三
名
が
移
加
す
る
こ
と
に
決
定

め
的
入
れ
を
二
五
円
い
万

円

に

変

更

・

い

が

あ

っ

た

も

の

。

経

質

三

九

万

円

余

必

要

よ

寸

る

し

、

今

世

界

の

少

年

逮

と

交

歓

す

る

栄

あ

3
昭
和
三
六
年
度
朝
日
町
問
民
健
康
保

O
昭
和
三
七
年
度
問
日
町
同
氏
側
蹴
保
険

O
統
合
泊
中
学
校
敷
地
の
枠
．地
に
つ
い
て
る
大
会
に
怠
加
す
る
喜
び
を
胸
に
訓
練
に

険
特
別
会
計
殺
人
館
出
第
二
回
追
加
・

直
営
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
般
入
蹴
出
地
質
状
況
と
雨
李
に
か
か
る
た
め
五
月
励
ん
で
い
ま
す
。

更
正
予
算
（
三
七
、
三
、
一ニ

O
専
決
）
第
一
回
追
加
真
正
予
算
（
郡
東
第
四
号
）
末
日
ま
で
の
光
工
が
難
し
く
な
っ
た
の
（
B

S富
山
連
盟
朝
日
第
一
団
本
部
）

追

加

額

五

oh＼
O
O
O円
追

加

額

六

O
凹

J
1
0
0円
で
完
工
期
日
を
七
月
末
日
ま
で
延
期
す

累
計
額
二
八
、
四

O
九
、
五
五

O
円

謀

計

額

て

凶

O
凶二一一

O
O円

る・

4
昭
和
三
六
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

O
人
櫛
擁
部
委
員
候
補
者
を
推
せ
ん
す
る
以
上
回
件
当
局
の
説
明
、
慎
貫
審
議
の
結

別
会
計
続
出
第
一
回
更
正
予
算
た
め
意
見
を
求
め
る
件
（議
案
第
五
号
）
県
了
承
午
後
二
－
時
0
＝
一
分
散
会
。

累
計
額
一
一
、
二
五
五
、

0
0
0円

l
：
l
：
l
：
l
：
l
：
l
：
l
：
l

i

l

－－
l
：
l
i
l－－
i
：
l
：
1
：
l
：
1
・

ι昭
和
三
六
年
度
朝
日
町
泊
病
院
特
別
昭

和

三

十

七

年

度

会
計
歳
入
歳
出
第
五
回
追
加
更
正
予

算

（

三

七

、
三、＝一
O
専
決
）

追
加
額

二
六
二
、
0
0
0円

累

計

額

七

O
、
O
六
回
、
五

O
O円

ι昭
和
三
七
年
度
朝
日
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
第
一
回
追
加
更
正

予
算
（
三
七
、
五
、
三
一
専
決
）

追

加

額

て

O
七
回
、
六
六
の
円

累

計

額

二

、
五
五
九
、
九
六

η円

7．
昭
和
三
七
年
度
朝
日
町
泊
病
院
特
別

会
計
地
入
蹴
出
第

一
回
追
加
更
距
予

算

（

三

七

、
五
二
一
二
専
決
）

追

加

額

五

、
七
四
て

O
Oの
円

累
計
額
六
六
、
三
八
一

、
0
0
0円

以
上
七
件
承
誌
可
決

O
朝
日
町
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
変

更

の

件

｛

議

案

第

一

号）

朝
日
町
体
育
協
会
事
業
決
ま
る

五

月第
二
一
回
附
越
軟
式
野
球
大
会

六
月
三
十
日

第
一

一一回
下
新
川
中
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大

会
七
月

一
日

第
一

一
回
向
越
中
学
校
選
敏
野
球
大
会

七
月朝

日
店
目
立
山

七
月
二
六
日

第
八
回
怖
の
倒

八
月
一
日

両
同
町
高
校
中
学
相
撰
大
会

八
月
五
日

朝
日
町
民
パ
レ
l
ボ
l
N
大
会

八
月
一
－
一
日

朝
日
町
民
水
泳
大
会

八
月
一
六
日

朝
日
町
民
野
球
大
会

八
月
＝
三
日

朝
日
町
地
区
対
抗
少
年
野
球
大
会

九
月
二
三
日

朝
日
町
庭
疎
大
会

一
一
月
三
日

朝
日
町
民
休
育
大
会
参
加

一O
月

第

一
一
回
両
越
ク
ラ
プ
対
抗
陸
上
競
技

大
会

広
報
「あ
さ
ひ
」
ヘ
寄
付
金

金
二
、

0
0
0円

根
建
金

一
〈
横
浜
市
南
区
浦
舟
町
五
の

七
七
雑
貨
商
朝
日
町
境
出
身
）

一
一
月
一

一
日

朝
日
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

一
二
月
二
日

第
二
回
朝
日
町
長
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l
w

大
会

三

八

年

一月ニ
O
日

柔

道

大

会

二

月第
八
田
町
民
ス
キ
！
大
会

三

月第
九
田
町
民
点
涼
大
会

＠
爽
技
駒
習
会

七

月バ
レ
ー
ボ
ー
ル
鱗
習
会

三

八

年

二

月バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会



勝

利

試

合

伯

m
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2
入
普
日
小
丸
山
公
園

泊
附
4
1
11
滑
川
高
滑
川
高

泊
尚
6
｜
｜

O
魚

工

高

小
丸
山

的

打

削

n
il
－
糸
魚
川
高

入
普
高

泊
高
6
l
l
1入
警
高
入
警
高

敗

戦

試

合

総
工
高
9
1
12
泊
町
小
丸
山

市
州
日
M
I
ll
泊
尚
似
体
高

入
軒
町
8
1
11
的
制

入
替
問

品川川
両
7
1
1
0
泊
高

滑

川

向

同
ナ
l
ム
は
発
足
よ
り
一
年
に
な
ら
ぬ

新
チ
ー
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
政
督

・
コ
ー

チ
に
そ
の
人
を
得
、
一
日

一
日
と
力
を
つ

け
て
き
ま
し
た
。
来
る
八
月
十
八
日
よ
り

始
ま
ゐ
令
．
岡
高
等
学
校
野
路
選
手
術
大
会

双
山
印
刷
予
選

κ
は
普
蛾
飽
闘
し
、
町
民
の

皆
5
ま
の
J

」
期
待
に
そ
え
る
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
今
後
と
も
力
強
い
ご
声
援
を
賜

わ
h

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

つ
ゆ
ど
き
の

災
害
や
事
故
を
防
ご
う

泊
高
校
体
育
後
援
会
・
野
球
後
健
会
の

決
算
・
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
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く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
・

O
万
一
の
と
き
の
逃
げ
場
所
や
方
法
を
平

繁
か
ら
た
し
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
・

0
子
ど
も
に
名
札
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

，、J
。

県
や
密
政
却
で
は
水
防
や
筏
倒
閣
に
は
い
ろ

ん
な
対
策
を
た
て
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん

の
協
力
が
な
け
れ
ば
と
う
て
い
万
全
を
期

せ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
災
害
の
お
こ
り
そ
う

な
場
所
や
状
況
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
万

一
の
際
の
防
止
や
避
綾
な
ど
に
つ
い
て
進

ん
で
協
力
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
次
に
つ
ゆ
ど
き
の
交
通
彦
放
を
な
く

す
る
た
め
に

O
ま
ず
固
と
耳
を
よ
く
働
か
せ
ま
し
ょ
う

雨
具
を
つ
け
る
と
左
右
が
よ
く
見
え
ず

ま
た
自
動
車
の
音
も
よ
く
舎
き
と
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
と
く
に
気
を

つ
げ
て
く
だ
さ
い
。

O
自
転
車
の
か
さ
さ
し
運
転
は
見
と
お
し

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
片
手
乗
り

に
な
る
の
で
不
安
定
に
な
り
大
き
な
事

故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

O
自
動
車
の
泥
は
ね
運
転
も
な
く
し
た
い

も
の
で
す
。
大
事
な
附
着
に
泥
水
を
か

け
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
気
持
が
す
る
で
し

ょ
う
。
運
転
す
る
人
は
ぬ
か
る
み
や
水

だ
ま
り
を
通
る
と
き
は
徐
行
し
ま
し
ょ

民
ノ
。

O
雨
つ
づ
き
で
道
路
わ
き
焼
盤
が
ゆ
る
み

転
落
事
故
な
ど
が
お
こ
り
ま
す
か
ら
注

意
し
て
く
．
た
さ
い
。

O
雨
に
ぬ
れ
た
夜
の
舗
装
路
は
光
の
照
り

か
え
し
が
強
く
、

目
が
く
ら
み
ハ
ン
ド

作
を
あ
ぞ
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
寸
か
ら

す
れ
ち
が
い
に
は
必
ず
減
光
、
ま
た
は

ラ
イ
ト
の
下
向
け
を
励
行
し
て
く
だ
さ

全
朝
日
町
の
皆
さ
ま
よ
り
熱
心
な
ご
支

援
を
得
て
お
り
ま
す
泊
高
等
学
校
体
背
後

媛
会
、
野
球
後
般
会
の
決
算
蛇
び
に
予
算

が
、
そ
れ
ぞ
れ
役
員
会
に
お
い
て
ご
承
認

を
受
げ
ま
し
た
の
で
、
こ
与
に
広
報
紙
上

を
借
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
了
承
を
得

た
い
と
思
い
ま
す
。

き
て
、

昨
年
泊
高
等
学
校
体
育
ク
ラ
プ

の
中
、
戦
績
に
よ
り
体
背
後
援
会
の
ど
助

力
を
受
け
ま
し
た
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル’チ
l
ム
は
次
の
と
お
り
戦
い
ま
し
た。

一
二
六
、
六
北
陸
三
県
大
会
優
勝

三
六
、
八
全
国
大
会
一
回
戦
惜
敗

三
七
、
三
安
城
大
学
と
強
化
合
宿

同
チ
l
ム
は
本
年
二
月
新
人
に
よ
り
あ

ら
た
め
て
チ
l
ム
を
結
成
し
て
以
来
、
十

六
戦
十
六
勝
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
文

字
ど
お
り
富
山
石
川
徳
井
新
潟
に
無
敵
の

実
力
を
そ
な
え
て
き
ま
し
た。

野
球
後
援
会
は
昨
秋
朝
日
町
の
有
識
者

．
P
T
A
関
係
の
方
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
同
時
に
泊
高

等
学
校
野
球
部
が
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
、

以
来
猛
練
留
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
叉
つ
ゅ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

こ
の
李
節
に
は
き
ま
っ
て
堤
防
が
き
れ
た

り
、
地
す
ベ
り
、
山
く
ず
れ
な
ど
の
災
答

が
お
き
て
お
り
ま
す
。
特
に
大
雨
や
長
雨

の
と
き
は
次
の
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

O
ラ
ジ
オ
な
ど
気
象
情
報
を
よ
く
聞
き
ま

l
申
告
所
得
税
第

一
期
分
の

山．・・・

3
・・t
i－－－J
J
・－t
J
i
f－
－
？
？
・－t
i
f
－－t
r・－－－
2
・J
J
・－－－－
－s
t・－－
－九
2
2
1t
r
・－J
・2
3・・
・et
J・

し

よ

う。

納
期
は
七
月
一
日
か
ら
七
月
三

一

へ

き

地

小

規

模

分

校

を

育

て

よ

う

山

υ食
べ
物
京
み
水
、
あ
る
い
は
急
場
の

十
一
日
ま
で
で
す
。

l

f

川

ク

ス

リ
な
ど
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

い
よ
く
第
一
期
分
の
納
期
一

大

平

蛭

谷

分

校

P
T
A
懇

談

会

行

わ

る

い

O
懐
中
電
灯
や
ロ

1
7
2
T必
要

に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
お
…
朝
日
町
に
お
け
る
へ
き
地
小

規

祭

．

ト

jiJB
E
B
EE
－

－

’

一
で
す
。

願
い
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

一
校
の
大
平
分
校
と
蛭
持
分
校
時

Z
J一戸
国

圃

圃

・

・

・

・

・

園

一
O
疏
れ
や
す
い
も
の
は
つ
な
ぎ
と
め
て
お

あ
ら
か
じ
め
納
税
相
側
を
し
て

・・

1

J

回
圃

E・
E・
－
－
－
－
圃

nl

J教
職
員
の
相
互
研
究
会
を
聞
い
て
き
た
－

h
h・
・
・
・
・
・
・
阻
圃
・
・
匝
・

い
た
だ
い
て
、

さ
き
に

皆

さ

ま

玄

、
本
年
は
こ
れ
を
P
T
A
こ
ま

で

ひ

舟

祖

・

掴

圃

圃

圃

a・
画
－

一

連

膏

で

の
お
手
も
と
に
配
付
し
て
あ
り

，

f

J
メ
品
目
闘
園
圃
圃
闘
副

・
E
聞

ま
す
納
付
告
に
よ
り
納
期
艮
の
い

ろ
げ
六
月
十
四
日

警

2
2T
J
れ，h圃
闇
盟
国
国
・
守

中
央
公
民

舘

ー
’

～
し
て
P
T
A
の
懇
談
会
を
行
っ
た
。

内
ーイ週
値
圏
画
圃
園
田
開
園
・
・
画
－

E

自

信

む

村

山

口

プ

当

日

は

大

平

分

校

か

ら

来

上

会

長

十

脳

溜

温

圃

圃

圃

・

戸

建

設

署

名

運

動

山
水
品
校
長
等
十
八
名
、
地
元
従
谷
分
校

・ー副
副
欄

vh・
・
園
開
園

田

圃

圃

ま
し
ょ
う
。

な
お
税
務
器
で
は
い
は
谷

口

会

革

委

参

加

、

2
2
踊

園

田

・

・

・

・

圃

里

・

h

朝
日
連
令
官
年
間
で
は
昨
年
度
か
ら
中

た

だ

い

ま

納

税

喜

製

品

～
学
級
授
業
守
参
観
の
あ
と
へ
き
地
児
童

聞

阻

圃

圃

圃

圃

圃
圃

圃

闘

い

央

公

民
館
早
期
護
運
動
合
展
開
し
て
お

加
運
動
と
し
て
納
税
者
が
一
人
山
の
教
育
小
規
模
｛
エ
校
的
運
営
に
つ
し
て

一

園
周
趨
掴
翻
闘
配
圏
圃
園
圃
・
山
り
ま
す
が
、

本
年
度
も
更
に
強
力
に
お
し

の
こ
ら
ず
日
頃
の
納
税
準
備
に
ん
話
会
レ
が
も
た
れ
た
。
特
に
へ
き
陀
は

歯

周

掴

翻

雌

臨

圃
圃

園

田

園

一

進
め
る
方
針
で
あ
り
よ
度
そ
の
第

一
段

よ
り
期
限
内
に
智
易
に
完
納
で

い
児
童
の
将
来
に
対
す
る
期
待
が
他
と
比

；－
1
々
…
岨
圃
圃
圃
圃
・
・
圃
圃
・
・

一
階
と
し
て
全
町
民
署
名
運
動
を
行
っ
て
お

き
る
よ
う
、
納
税
貯
部
組
合
へ
…
ベ
非
常
に
切
実
な
こ
と
、
物
心
両
面
に

わ
1
h
a
h園
田
園
圃
圃
・
・
・
・
・

山
り
さ
す
．

の
加
入
、
設
立
の
相
談
に
応
じ
玄
ま
れ
な
い
児
童
を
よ
り
よ
く
育
て
る
＼
九

二

幽

司

4
a咽
滑

川

固

い

青

年

議
会
で
も
こ
の
こ
と
を
大
き
く
と

て
お
り
ま
す
か
ら
、
ま
だ
加
入
山
た
め
に
学
校
の
筒
設
々
備
充
実
が
緊
要

＼
一
議
ぷ
人

際

関
官

h
・
・
・
・
E
圃

…
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
朝
日
町
の
文
化
セ

さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
と
富
山
な
こ
と
、
そ
れ
に

は

左

京

芸

学

雌

監

E・
E

・－－・
7
タ
ー
と
し
て
の
中
央
公
民
館

三

日
も

ぜ
ひ
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
L

山
一校
に
も
っ
と
教
育
釣
配
分
を
増
額
さ
れ

園
田
園
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

…
早
く
建
設
さ
れ
る
と
と
た
ん
私
達
青
年
は
待

め

い

た

し

ま

す

。

…

る

よ

う

強

く
要
望
さ

む

。

計

引

川

村

別

引

列

ヨ

斗

～

ち

望

ん
で
お
り
ま
す
。
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部
税
務
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）
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勝
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531.2.1現在果結査調業農昭和 36年度

(1)農家戸数
θ）専業、兼業別

柴民

頭
50 : 

豊
か
な
く
ら
し
を

つ
く
る
郵
便
貯
金

郵
便
貯
金
に
つ
い
て
は
日
頃
多
大
の
ど

安
援
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
深
謝
い
た
し
ま

す
。

ど
承
知
の
と
お
り
郵
便
貯
金
は
皆
さ
ん

の
身
近
か
な
貯
蓄
の
手
段
と
し
て
広
く
ご

利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
年
々
貯
金
現

在
高
も
増
加
し、

今
年
は
創
業
八
十
八
年

目
を
迎
え
、
全
国
で
そ
の
額
は
一
兆
三
千

億
円
に
逮
し
て
お
り
ま
す。

郵
便
貯
金
は
利
用
者
個
々
の
生
活
の
安

定
福
祉
の
増
進
に
役
立
づ
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
国
の
財
政
投
融
資
の
盤
要
た
財

掠
と
し
て
大
鷲
省
資
命
運
用
部
を
通
じ
、

道
路
、
港
湾
の
終
側
、
住
宅
の
挫
設
、
学
・

枝
、
病
院
、
電
諒
開
発
、
水
道
施
設
な
ど

公
共
施
設
の
控
制
鉱
充
に
貸
出
さ
れ
、
郷

土
の
聞
発
に
役
立
っ
て
レ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
災
情
に
か
ん
が
み
、
こ
の

た
び
郵
政
省
が
主
協
し
て
大
蔵
省
、
自
治

省
、
貯
蓄
増
強
中
火
委
員
会
．
新
生
活
運

動
協
会
、
臼
本
は
育
協
会
の
ム
ハ
貨
の
も
と

に

o
豊
か
な
く
ら
し
を
つ
く
る
郵
便
貯
金

増
強
運
動
。
を
全
国
的
に
実
施
し
、
生
活

の
合
理
化
、
家
計
の
健
全
化
の
実
践
を
呼

び
か
け
、
貯
蓄
を
ふ
や
す
こ

と

に

よ

り

〈
豊
か
な
生
活
設
計
）
の
推
進
を
は
か
る
と

と
も
に
国
の
財
品
川
投
融
資
計
画
の
円
滑
な

迎
行
に
資
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

郵
便
貯
金
は
申
す
ま
で
も
な
く
国
が
行

う
事
楽
で
あ
り
、
国
民
わ
す
べ
て
に
簡
便

に
ご
利
用
を
い
た
だ
く
た
め
常
に
施
設
の

改
善
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
お

り
、
ま
た
お
預
り
し
ま
し
た
貯
金
に
は
税

金
が
認
せ
ら
れ
な
レ
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
安
心
し
て
お
預
け
願
え
る
と
存

じ
ま
す
。

町
民
各
位
に
は
今
後
一
府
郵
便
貯
金
の

増
強
に
ど
配
意
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
広

報
紙
上
を
通
じ
て
お
願
い
申

し

上

げ

ま

す
。

貯

金

内

容

通
常
貯
金

い
つ
で
も
自
由
に
出
し
入
れ

で
き
ま
す。

預
け
る
と
い
う
よ
り
一
時

お
宅
の
ひ
き
出
し
に
し
ま
っ
て
お
く
：・

：
・
そ
ん
な
つ
も
り
で
ご
利
用
下
さ
い
。

年

利

率

三

分
六
厘

積
立
貯
金
郵
便
局
か
ら
集
金
に
う
か
が

い
ま
す
・
毎
月

一
回
二
年
（
二
四
回
掛

け
）
で
満
期
で
す
満
期
に
な
ヮ
た
ら
安

全
有
利
な
定
額
貯
金
へ
の
近
道
で
す
。

年
利
率
四
分
八
毛

定
額
貯
金
六
ヶ
月
た
て
ば
い
つ
で
・
者
国

由
に
払
い
も
ど
せ
る
が
、
だ
ま
っ
て
お

け
ば
い
つ
ま
で
も
高
い
利
息
が
つ
く
安

全
祈
利
な
貯
合
で
す
。（泊

郵
州
民
局
）

朝
日
町
貸
出
し
文
庫

朝
日
町
立
図
沓
館
で
は
、
遠
地
の
説
者

の
た
め
に
一

附
で
も
多
く
の
本
を
読
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、

咋
年
よ
り
地
域
的
に
次

の
店
に
、
貸
出
文
恕

（
約
三
十
四
間
程
）

を
設
け
て
似
宜
を
計
っ
て
お
り
ま
す
の
で

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
下
さ
い
。

大
家
庄
地
区
藤
井
理
髪
店

山

崎

地

区

長

津

理

髪

店

笹

川

地

区

長

井

武

商

店

一
新

刊

図

書

一案
…内

密

名

著

者

名

東

京

附

県

名

品

問

一

男

カ

ν
1
ヲ
イ
ス

阿

川

弘

之

現
代
に
生
き
る
三
つ
の
知
恵

治
水
魚
太
郎

日
山
新
聞
社

源

氏

鶏

太

中
村
真
一
郎

石

丸

梧

平

多

岐

川

恭

中
央
公
論
社

半

田

英

雄

北
国
年
鑑
三
十
七
年

大

財

閥

恋

の

泉

色

即

是

空

女
人
用
人
帳

世
界
歴
史
四

日
本
ソ
ー
ダ
工
場

4
1

・nxunxu

高
校
入
学
ま
で

コ
シ
ラ
ツ
ド

第
二
の
結

婚

林

笑

美
子

河
の
ほ
と
り
で

石
坂
洋
次
郎

兵
え

介

問

答

角

田

喜

久

雄

死
の
猟
人
（
ヘ
ミ
ン
グ
ク
エ
イ
伝
）

あ

す

へ

の

教

育

朝

日

新

聞

社

あ
た
ら
し
い
ア
ブ
ガ

γ
編

五

O
O誼

慨

は

生

き

る

ん

だ

左

近

隆

主

に

向

か

っ

て

起

つ

①

石
原
慎
太
郎

銀

座

夫

人

四
闘
遍

路

の

旅

八

木

義

徳

ソ
ビ
エ
ト
取
材
記

人

間

肝

風

陣

出

途

朗

を

ん

な

削

都

中

森

田

た

ま

お
母
さ
ん
ご
め
ん
な
さ

い

小

山

六

郎

山
首
面
の

辻

江

崎

俊

平

あ

す

の

花

嫁

留

弁

栄

白

地

小

町

角

田

峯
久
雄

男

の

銘

柄

同

地

文

子

一

宿

一

飯

週

間

新

潮

編

集

部

カ
タ
カ
ナ
外
閑
語
字
典

常
用
外
来
研
究
会

芦

屋

夫

人

武

田
緊
太
郎

三

色

の

家

陳

舜

臣

鳴
門
太
平
記

2

富

田

常

雄

お

化

旗

本

大

仏

次

郎

鮎

の

釣

り

方

船

倉

草

々

子

兵
え
介

問

問

答

角

田

喜
久
雄

び
っ
く
り
箱
殺
人
事
件

横

溝

正

史

白

髪

鬼

江

戸

川

乱

歩

新

聞

記

者

一

代

高

水

位

夫

殺

す

な

殺

さ

れ

る

者

大

紙

谷

彦

花

粉

の

園

鳴

山

草

平

甥

丸

揚

が

く

れ

角

田

喜
久
雄

戦

間

風

流

武

士

海

音

奇

潮

五

郎

（朝
日
町
立
中
央
図
樫
館
）

朝

日

町

役

場

高

制

司
＼－－，， 六

編
集
兼
発
行

印

刷

所

送

料

定

価

図

印
円円


